
 
 
 

2004 年１月 15 日Ｖｏｌ １４ 

 Keio-Formula.Com Ｎｅｗｓ Ｍａｉｌ !! 
  
 新 しい年 が始 ま り ま し た！！ ２ ０ ０ ５ 年 、 K e i o - F o r m u l a . C o m

に と っ て どんな年 になるのでし ょ うか 。  

 １ 月 は試 験 期 間 のため活 動 は数 回 のみで すが 、 来 月 か ら始

まる製 作 を楽 しみにチーム一 同 乗 り切 りたいと思 います！  

 今 年 もど うぞご声 援 よろ し く お願 い致 します 。  
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１１ ．．   

 

チチ ーームム年年 間間 予予 定定 表表   
  
１１ 月月 試 験 休 み   
↓  
２２ 月月 製 作 開 始   
３３ 月月 シ ェ イ ク ダウン ：初 走 行 で す ！  
↓  
４４ 月月 新 入 生 勧 誘 ：現 在 メ ン バ ー は １ ０ 名 ！目 指 せ ２ ０ 名 ☆   
５５ 月月 走 行 試 験   
６６ 月月 デザイン ・ コ ス ト審 査 〆切  
↓  
７７ 月月 試 験 休 み   
８８ 月月 大 会 前 調 整  
↓  
９９ 月月 第 三 回 全 日 本 学 生 フ ォ ー ミ ュ ラ大 会 ： めざせ優 勝 ！  
 
 
 

  
 



 
 
 

2004 年１月 15 日Ｖｏｌ １４ 

２２ ．． チチ ーー ムム進進 度度 報報 告告   
★★パワー ト レ イン  
◎吸気： PC のトラブルなどで、解析がうまく進まなかったこともあり、

まだ設計完了には至っておりませんが、大体の形は決定しました。

今年も FRP を用いたものとなる予定です。 （関川） 

◎燃タン：設計完了であとは製作に移るのみです。しかし溶接が難しそうな

ので、少し練習してから臨みたいと思います。（船越）   

◎電装： 新たな年となり、新たな気持ちでがんばっていこうと感じている

サスペンション・電装担当の内田です。合同走行会までにマシン

を完成させるために、設計完全終了を目指し奮闘しています。構

造解析を取り入れ、どんどん設計に反映させていこうとかんがえ

ています。 

電装では、できるだけ早くトラブルの原因を突き止め、次期 マ

シン用の電装製作に取り掛かろうと考えています。（内田）   

◎排気： 中国市場拡大で当初計画していたサイズのパイプの入手が困難に

なったので、別の案を考え中です。(田中) 

◎冷却： 待望の東洋ラジエータ様からサポート対応していただけることに

なりました。よりよいラジエータが出来ればいいなぁ。（三野） 

 ★★シャシー 

◎フレーム：年末年始は、JIG の設計を中心に進めていました。フレームの

組み立て方を考えつつ、作業しやすく、精度の良いフレームを

作れるような JIG を考えるのは想像以上に大変です。フレーム

の設計時にも、作りやすい物になるよう心がけていましたが、

実際に治具を設計しフレームと組み合わせてみると、作業の難

しそうな所が多々見つかり、フレーム自体にも修正を加える破

目になってしまいました。こんな苦戦をしながら作業を進める

内に、フレームの構造も本当にこれで良いのかとか、PC のデ

ィスプレイを見続けてこれ以上目が悪くなったらどうしよう

とか、色々な不安に押し潰されそうになりながら作業を続ける

毎日です。(菅澤) 

◎インテリア：ペダルは、軽量化、操作性を重視した設計でほぼ完了しま

した。十分な強度があるかどうか心配なので解析を用いて、

調べていくつもりです。また、ペダルの製作を通して、設計

の大変さを自分なりに感じました。（鈴木） 
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◎ドライブトレイン＆ブレーキシステム： 

デフマウントをフレームにマウントする場所を模索していま

す。上から吊り下げる方法、下からピボットで支える方法な

ど、アッセンブリ段階に至り、なお試行錯誤の日々です。 

ブレーキについては前回からの変更はありません。（中村） 

◎カウル： あとは細かい寸法をつめていく段階です。しかし CAD でいく

ら上手く書けても、カウルは実際にうまく作ることが難しそ

うです。（船越）  

  

 

① ･  K e i o - F o r m u l a . C o m が ラジオ出 演 させて頂 く こ とにな り ま

した！！ N H K 横 浜 放 送 局 制 作 の人 気 番 組 「 よ こはまポー ト

ス タ ジ オ 」 内 で O . A . 中 の コ ー ナ ー 『 と び だせ＠キ ャ ンパ ス 』 に 、

慶 應 義 塾 大 学 自 動 車 工 学 研 究 会 K e i o - F o r m u l a . C o m

と し て出 演 し 、活 動 内 容 等 をお話 させていただ く予 定 です 。

お時 間 があればぜひお聞 き くだ さい！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②  K e i o - F o r m u l a . C o m の H P が新 し く生 まれ変 わ り ま した！

キ ャプテン中 村 、渾 身 の作 です 。  

リ ニ ュ ーアル したチーム H P を是 非 ご覧 下 さい↓  

   
☆ＵＲＬ http://www.keio-formula.com/

 

 

３３ ．． おお 知知 らら せせ   
  

  
  
  
  
  
  

 

 

と び だせ＠キ ャンパス  

( 横 浜 8 1 ． 9 M H z /  

小 田 原 8 3 ． 5  M H z )  

１ 月 1 7 日 （ 月 ） 6 ： 0 0 ～   
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４４ ．． 部部 車車   
  
２００４年 12 月 24 日、クリスマスイブ。K e i o - F o r m u l a . C o m に

最 高 のプレゼン トがや って き ま した！ ト ヨ タ ラ イ ト エ ースです☆  

自 動 車 工 学 研 究 会 O B でいら っ し ゃ る喜 谷 様 のお力 添

えで ト ヨ タ カ ロ ー ラ栃 木 株 式 会 社 様 を通 じて 、 O B 会 よ り頂 き ま

し た 。 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま す 。 こ の 場 を お 借 り し て 、 チ ー ム

一 同 お礼 申 し上 げます 。  

 ま た 自 工 研 の部 車 と な る よ う複 雑 な手 続 き を し て下 さ っ た

飯 田 先 生 、役 員 の皆 様 、あ りがと うございま した 。  

   今 年 は ３ 月 シ ェ イ ク ダ ウ ン 予 定 な の で 、 ８ 月 末 の大 会 ま で

頂 いた ラ イ ト エ ー ス に マ シ ン を載 せ て と にか く 走 り に行 き た い で す 。

あ りが と うございま した！！！   

  

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  

TOYOTA ライトエース 

仕様：1800  

ジャストローDX 

排気量 1．81 l 
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５５ ．． スス ポポ ンン ササーー様様 一一 覧覧   
  
いつもご支援頂き、ありがとうございます！ 

これからもどうぞよろしくお願い致します。 

 

☆ トヨタカローラ栃木株式会社様よりライトエースを破格提供して頂きました！ 

☆ 株式会社ブリヂストン様よりタイヤをご提供頂けることになりました！ 

  

 

 

 

              

 

をご支援して下さっているスポンサー様（敬称略・50 音順） 

 

 

・ 株式会社アールケー・エキセル 

・ NTN 株式会社  

・ Castrol 株式会社  

・ 株式会社カネヒロ 

・ 関西ペイント株式会社 

・ 株式会社ケーヒン 

・ 株式会社ケーメックス 

・ 有限会社小林機工          

・ 自工研 OB会 

・ 子午線コンパウンド 

・ シティカート 

・ 株式会社シバックス 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

・ 株式会社シバックス 

・ 新日本コア株式会社 

・ sparcoR&D 

・ ソリッドワークス・ジャパン株式会社 

・ 東亞合成株式会社  

・ トヨタカローラ栃木株式会社 

・ 日本ケーブル・システム株式会社    

・ 有限会社ノーブ 

・ 株式会社ブリヂストン 

・ 株式会社プロト 

・ 本田技研工業株式会社  

・ 株式会社 RAYS                 
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                        をご支援下さったスポンサー様（敬称略・50 音順） 

 本当にお世話になりました！ 

 

 

・ 有限会社 A&B設計 

・ 漢洋堂 

・ フォーミュラクラブ 

・ 有限会社溝口製作所 

・ 三菱ふそうトラック・バス株式会社 

・ 株式会社武蔵野香料科学研究所 

・ 株式会社 RALLI ART 
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☆このメールマガジンに対してのご意見・ご質問だけではなく、マシンのこと・チームのこと・部員のことなど、

ご連絡頂ければ幸いです。 

→formula_la_vie@hotmail.com（オイカワ） 
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